
別紙２  平成19年度事務事業評価調書（新規用）　　　　 北広島市

整理番号 ４０ 事務事業名 いちごの絵本プレゼント事業 作成部署
保健福祉部児童家庭

課
電話 内線814

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務　 部長職名 高田信夫 課長職名 八町史郎 作成日 平成１９年８月

事務事業開始年度 20
根拠法令等

　〃 終了予定年度

事務事業の概要

子どもが描く絵は、子どもの成長の反映そのものといわれております。子どもの絵の成長は、基本的には
どの子も規則的で、同じ成長の道筋をたどるとされていますが、その成長には、子どもの興味や関心、体
験の度合いや生活環境、子育ての仕方により、個人差があります。ホワイトスケッチブックは、子どもの誕
生日ごとに、１歳から５歳まで、子どもが感じたままに絵を描いてもらい、写真やビデオなどでは（外から）
見えにくい内面の成長を確認するものです。
平成20年度で3ヶ年分を印刷し、平成22年度にアンケート調査を実施し、評価結果が好評とされたら平成
23年度に再度印刷を行います。

　計　画　

上位施策との関連
（総合計画での位
置付け）

章 安全で安心できるまち （第 1 章）

節 児童福祉 （第 3 節）

施策 子育て支援の充実 （第　 1 施策）

　目　　　的
(ここから成果
指標を導きま
す）

対　　象
(誰､又は何を)

出産した親子

　　　意　　図
（何をねらっているの
か｡対象をどのような
状態にしたいのか）

単なる成長記録に終わるのではなく、アートセラピーの講演会を通じ、子どもの内面的な
成長を知る機会を設け、子育て相談に繋げていきます。

　手　　　段
(ここから活動
指標を導きま
す）

市が行う
事務事業
の具体的
な実施内
容
（※補助
金等の場
合は団体
等の活動
内容）

20年度

印刷製本費
Ｂ４版　表紙カラー、ホワイトスケッチブック8頁（6年分+予備2頁）、裏紙1色
　1冊＠359円×1500部×1.05＝566千円
（紙代193千円、印刷カラー175千円、刷版35千円、製本135千円）
※3ヶ年分を一度に印刷し、配付

21年度
アートセラピー講演会
報酬50千円+旅費65千円

22年度
アンケート調査
郵便料500人×（80円+90円）＝85千円

23年度
以降

【費用の予定額】 （単位：千円）

区　　　　分 20年度予定額 21年度予定額 22年度予定額 23年度以降[毎年］

直接事業費

国支出金

道支出金

地方債

その他特財

一般財源 566 115 85

①合　計 566 115 85 0

人 　件 　費
（概算）

②人　数（年間） 0.05 0.05 0.05

③１人当り年間平均人件費 9,000 9,000 9,000 9,000

④＝②×③ 450 450 450 0

　総　事　業　費 ①＋④ 1,016 565 535 0



整理番号 ４０

２　指　標

【事務事業を評価する指標（ものさし）】

指　標　名
指　　　　　標　　　　　値

単位 20年度目標 21年度目標 22年度目標 最終目標

活動指標
（事務事業の
活動量や実

績）

① 配付数 世帯 400 400 400

② 講演会参加者（21年度） 70

③ アンケート配付数（22年度） 500

成果指標
（目的の達成
度を測るもの

さし）

① 配付割合

％ 90%以上 90%以上 90%以上
【指標の定義（算式等）】

配付数/出生数

②
参加者数（21年度）、回収率（22年
度）

21年　名
22年　％

70 45
【指標の定義（算式等）】

３　評　価　

チェック項目
評
点

選択理由、説明等

妥
当
性

・市民や社会の要求に合致しているか。
・上位施策を達成するために必要な事務事業か（目的妥当
性の度合）
・行政が関与しなければならない事務事業か(公共性・公益
性の度合）

4

子育てのしづらさから児童虐待へ進むケースが顕著
となってきており、内面的な成長を知ることによって、
児童相談に繋げる機会となり、児童虐待防止にもなり
ます。

有
効
性

・成果指標値から見て、目標の達成度はどの程度か（達成
度合）
・目的を達成するための手段（実施方法）は有効か（手段有
効度合）

4
配付は、出生届時に希望を聞いて配付する。子育て
に熱心な親が多いので、100％近く希望すると思われ
ます。

効
率
性

・投入する予算や人員に見合った効果が期待できるか（費
用対効果の度合）
・事業の実施方法は効率的か（同じ経費でもっと効率的な方
法はないか）

4
単なる成長記録とならないよう、アートセラピー講演会
を通じて子どもの内面の成長を知ってもらうようにす
るので、効率的です。

公
平
性

・受益者負担は適正か
・当該事業による利益が、特定の個人や団体に偏っていな
いか。

4 児童虐待防止に繋がる事業なので、受益者負担は馴染まない。

緊
急
性

・すぐ実施する必要があるか、熟度は高まっているか（緊急
度合）

4 児童虐待防止から出来るだけ早く実施したほうが望ましいと考えます。

評点区分 　４　適切（十分）　　３　概ね適切（十分）　　２　改善の余地がある　　１　不適切（不十分）　　－　該当なし

法律で実施が義務付けられている事務事業か 　　　□有　　　　　■無

民間活力の活用性評価
（事業担当部局が評価）

□ 民間等での実施または市民等との協働の可能性はほとんどない。

■ 民間等での実施または市民等との協働が可能である。

□ 民間等で実施または協働して取り組むべきである。

説明

（上記
評価の
総合的
な説明）

事業
担当
部局

子どもの成長の反映といわれている子どもの描く絵を通して、認知しづらい内面的な発達障害を知る手が
かりとなり、子育て相談に繋げやすくなることから本事業は必要である。

行革
本部

親が子どもの内面的な成長を知るきっかけづくりとして、有効性が期待できる事業である。


	４０

